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　当法人では，グループの病院，および
保健事業の施設間で画像データを効率的
に共 有する仕 組みを構 築するため，
2 0 2 0 年から V N A の導 入を検 討し，
2022年2月にフェーズ 1のシステムを稼
働させた。本講演では，導入の目的や経緯，
VNAの構成，メリットなどを報告する。

VNA導入の目的と経緯

　当法人では，①グループ施設間での
患者を軸にした画像データの共有，②シ
ステム障害対策としての可用性の向上，
③遠隔バックアップによるデータ保全，
④ビッグデータの二次利用，を目的に
VNAを導入することとした。
　導入のスケジュールは，5年間でフェー
ズ0 〜3に分けて段階的に進めていく。
フェーズ 0 の法人内の導入提案，方針
決定，導入承認を経て，フェーズ1〜2
では患者往来が発生し，施設間連携が

　 当 法 人 保 健 事 業 部の 5 施 設では，
2023年8月から法人本部主導で構築した
事業団VNAのインフラを活用し，保健事
業部の統合PACSを構築した。本講演では，
保健事業部の統合PACSの取り組み，事
業団VNAインフラの活用について述べる。

はじめに

　当法人保健事業部は，静岡県を中心
に人間ドックや施設内検診，巡回検診
事業を展開している。今回の統合PACS
構築の対象となる5 健診施設では，約
760万検査の画像を保管している。静岡
県内での転勤や引っ越しによる受診者の
行き来にも対応できる仕組みとしている。

VNAによる統合PACSの構築

　構築対象5施設のうち，聖隷健康診断
センター，聖隷予防検診センター，聖隷
健康サポートセンターShizuoka の3健診
施設では，GEヘルスケア・ジャパンの
PACSを各施設がオンプレミスで運用して
いた。更新前の課題としては，①ハード
ウエアなどの老朽化，②自施設以外の画
像およびレポートの参照が簡便でないこと，
③施設間での画像参照における表示速度
が遅いこと，④施設間でのDICOM画像
の送受信によるネットワーク負荷増大，

特に必要とされる浜松地区の5施設を対
象とした。5施設は，聖隷浜松病院，聖
隷健康診断センター，聖隷予防検診セ
ンターの3施設がGEヘルスケア・ジャ
パン，聖隷三方原病院が富士フイルム，
浜松市リハビリテーション病院がコニカ
ミノルタのPACSを導入している。この
うちの 3 病 院が P A C S を更 新する
2021年に，VNAを導入することとした。
プロジェクト体制は，経営陣や3病院の
放射線部門，情報システム部門の責任
者を含め，メンバー全員が同じ方向を向
き，同じ姿勢で取り組めるように合意形
成をしていった。

VNAの構成と運用

　VNA は部門，施設を越えて，ベン
ダーに依存することなく，DICOMと非
DICOMデータを統合管理することが可
能である。各施設ではそれぞれ異なるベ

ンダーのPACSを短期保管用ス
トレージ（STS）としてオンプレミ
スで使用しているが，長期保管用
アーカイブ（LTA）として，各施
設のデータを集約するVNAをデー
タセンター（愛知県名古屋市）に
設置した。VNA は，「Vir tua l 
Archive」を用いて，アーカイブ
領域を施設ごとに仮想的に分割し
て画像を保管することで，アクセ
スコントロールしている。さらに，
施設を横断した画像データ閲覧を
推進するため，承諾を得た患者に
関しては，PIX Managerで施設
ごとに異なる患者 IDの名寄せを
行い，患者を軸に施設を横断し
て，各施設からデータを俯
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閲覧することを可能にした（図1）。

⑤各施設が同一画像をそれぞれのPACS
に保管しており資源の有効活用ができて
いないこと，が挙げられた。特に，ネット
ワークは通信速度が100Mbpsで，マンモ
グラフィなどデータ量の多い画像の送受
信においてはより通信帯域がひっ迫して，
他システムの動作に支障を来していた。
　これらの課題を踏まえて，保健事業部で
は2023年8月に既設PACS更新に伴い，
統合PACSを構築した（図1）。統合PACS
では，画像の短期保管用ストレージ（STS）
を，事業団VNAを設置した愛知県名古
屋市のデータセンターに構築し，対象施設
で発生する画像データを一元的に管理す
ることとした。データセンターは災害に強
く，電源が安定供給され，強固なセキュ
リティ対策が施されている。データセン
ターと各施設間は，通信速度1Gbpsの
ネットワークで接続した。長期保管用アー
カイブ（LTA）は，同データセンター内の
事業団VNAに相乗りする構成とした。

導入に向けた取り組み

　統合PACS導入に向け，2022年6月，
データセンターに仮サーバを設置して接
続テストを行い，専用回線によるビュー
ワの画像表示速度を確認した。経営層
に対しては，オンプレミスの場合と事業

画像データの閲覧方法としては，電子カ
ルテから地域医療連携ネットワークサー
ビス「ID-Link」（NEC）の画面を表示さ
せ，VNAリンクをクリックすると，統
合参照画面「Patient Timeline」（GEヘ
ルスケア・ジャパン）が展開される。
Patient Timelineは，名寄せした患者の
検査データを施設を横断してサムネイル
で一覧表示する。ユーザーが見たい画像
のサムネイルをクリックすると「Universal 
Viewer Zero Footprint」（GEヘルスケ
ア・ジャパン）が起動し，画像を閲覧で
きる（図2）。なお，画像の閲覧は，他ベ
ンダーのビューワでも可能である。
　VNA導入に当たっては，外部のデー
タセンターに保管する画像を高速表示
させることも重要な課題となったが，
10Gbpsのネットワークを採用すること
により，VNAの画像表示速度はオンプ
レミスPACSと同等のスピードを実現し
ている。

まとめ

　複数の施設にまたがるVNAの導入プ
ロジェクトでは，経営陣を含めたメン
バー全員が同じ方向を向き，同じ姿勢
を持って取り組むことが重要である。ま
た，VNAは，複数施設が画像を閲覧す
る上で（Virtual Archiveにより）アク
セスコントコールすることができる。
PACSのベンダーにも依存しない。さら
に，PIX Managerとの連携により患者
IDの名寄せを行い，患者を軸に施設を
横断して画像データを閲覧するアプリ
ケーションを有することがメリットであ
る。今後は，放射線画像だけでなく，内
視鏡画像や生理検査画像も取り込んで
閲覧できるようにしたいと考えている。

団VNAが設置されたデータセンター活
用の場合のコスト比較，レポートや3D
解析，遠隔読影といったPACS周辺シ
ステムの移設，名寄せの用途拡大，など
について理解を得ながら進めていった。

稼働後の評価

　今回のデータセンター活用による更新
により，ビューワの画像表示速度向上，
レポートシステムの閲覧方法改善などに
より，読影効率の向上を図れた。また，
通信時の負荷低減により，効率的にネッ
トワークを活用できるようになった。さ
らに，3D画像解析用サーバもデータセン
ターに移設したことで，すべての施設で
3D画像再構成が可能になった。このほ
か，電力消費量の削減も図れている。
　VNAの活用と画像一元管理という点
では，「Patient Timeline」（GEヘルスケ
ア・ジャパン）で，聖隷浜松病院，聖隷
三方原病院（予定），浜松市リハビリテー
ション病院に加えて，保健事業部の各施
設を横断して，患者画像データを時系列
で把握することができるよう準備を進め
ている（図2）。また，今までは，画像参
照時にモダリティごとに異なるビューワを
立ち上げる必要があったが，1つのビュー
ワからあらゆる検査画像を参照すること
もできるようになった。
　統合PACSで読影環境が改善したこと
は，医師の働き方改革にも貢献している
と考える。加えて，データ保管のムダを
なくし，ネットワークの効率化やハードウ
エアの削減，何よりPACSメンテナンス
時に画像データが見られないリスクの低
減を図れた。そして，データセンターに
画像サーバを設置したことは，BCPやサ
イバーセキュリティ対策にも有効である。
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グループ共同利用型VNAによる，データ共有の体制強化の取り組み

地域連携体制の強化と，事業団共同利用
VNAの取り組み

事業団統合VNAインフラを活用した保健事業部における 
統合PACSと今後のVNAへの拡張の展望
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図1　VNAのアプリケーションアーキテクチャ
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統合PACSイメージ

 

クリック

患者統合参照の画面 （イメージ）

日付　  
（タイムライン）

  

患者情報

参照フロー
ID-Linkから他施設で撮影された患者データを統合参照

ID Link より，リンクをクリックし，Patient Timeline
（VNA統合参照画面）を表示

保健事業部

「保健事業部」の画像データを
統合参照画面に追加（予定）

図2　�Patient Timelineによる施設を横断した
患者データの把握

VNA統合参照　ID-Linkから他施設で撮影された患者データを統合参照

ID Link より，リンクをクリックし，PatientTimeline（VNA統合参照画面）を表示
 

クリック

患者統合参照の画面 施設単位で表示

新しい検査が左上
施設毎のフィルタ

日付　  
（タイムライン）

  

患者バナー

参照フロー

サムネイルを選択するとシリーズ情報が表示

各施設毎の列
に検査を表示

 
施設名称
「聖隷浜松」 「浜松リハビリ」

施設名称

サムネイル
各DICOM検査のサムネイル

図2　VNAの特徴：マトリックスビュー


